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2016年 (平成28年)10月 17日

中
国
人
労
働
者

住
民
ら
が
追
悼

安
芸
太
田

濃蒔

中
、
室

天

目

の
安
野
発
電
所
の
建
設
工

事
で
強
制
連
行
さ
れ
た
中

国
本

毬

署

を
追

じ

、

口呂
芳
好
を
誓
う
集
い
が

・６
日
、
発
電
所
近
く
の
石

碑
前
で
あ
っ
た
。

９
回
日
と
な
る
集
い
に

は
、
元
労
働
妻
「の
家
族
や

住
民
た
ち
約
８０
人
が
参
列

し
た
。
中
国

・
天
津
市
の

張
振
命
さ
ん
（５９
）
が
、
高

齢
で
参
列
で
き
な
か
っ
た

義
父
で
一お
宏
働
者
の
郡
義

誠
さ
ん
（９‐
）
の
代
理
で
出

席
し

「後
世
に
歴
史
を
伝

え
両
国
の
友
好
を
さ
ら
に

広
め
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
文
を
代
読
。
参
列

者
は
石
碑
に
献
花
し
た
。

工
事
で
は
、
１
９
４
４

年
に
３
６
０
人
が
強
制
連

行
さ
れ
過
酷
な
労
働
な
ど

で
２９
人
が
Ｌ
く
な
っ
た
。

広
島
市
の
被
爆
体
験
伝
承

者
の
永
原
籠
嬰
ｃん
①

＝
呉
市
＝
は

コ
昼
爆
の
被

害
と
強

聾

行

Ω

坐

こ

い
立
璽
夕
を
見
る
大
切
さ

を
実
感
し
た
」
と
話
し
て

い
た
。

間新日毎

2016年 (平成28年)10月 18日 (火 )

「悲
劇

繰
り
返
さ
な
い
」

安
野
発
電
所
中
国
人
の
強
制
連
行
学
ぶ

太
平
洋
戦
争
末
期
、
中

国
か
ら
日
本
に
強
制
達

行

さ
れ
、
水
力
発
電
所
建
設

に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
人
た

ち
に
つ
い
て
学
ぶ
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
１６
日
、
安

芸
太
田
町
の
中
国
電
力
安

野
発
電
所
周
辺
で
開
か
れ

た
。
当
時
、
近
く
に
住
ん

で
い
た
西
区
の
東
栖
薫
さ

ん
（８６
）
が
元
労
働
者
に
つ

い
て

「ぼ
ろ
ぼ
る
の
服
を

着
て
、
雪
の
中
も
裸
足
で

歩

か
さ
れ
て
い
た
」
な
ど

と
証
言
。
参
加
者
は
、
悲

惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な

い
と
誓

っ
た
。

太
田
川
水
系
に
あ
る
安

野
発
電
所
は
戦
時
中
、
軍

部
広
島
の
電
力
を
賄
う
た

め
建
設
さ
れ
、
現
在
も
稼

働
す
る
。
工
事
を
担

っ
た

西
松
組

（現
在
の
西
松
建

設
）
は
１
９
４
４
年
夏
、

中
国
か
ら
３
６
０
人
を
強

制
連
行
。
収
容
所
に
入
れ
、

長
さ
約
８
ご
の
導
水
ト

ン

ネ
ル
掘
り
な
ど
過
酷
な
労

働
に
従
事
さ
せ
た
。
原
爆

の
被
爆
死
を
含
め
、

２９
人

が
死
亡
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は

「西
松
安
野
友

好
基
金
運
営
委
員
会
」
な

ど
が
主
催
。
父
が
中
国
人

収
容
所
の
監
視
員
だ

っ
た

菓
栖
さ
ん
が
、
建
設
現
場

に
向
か
う
中
国
人
の
様
子

に
つ
い
て
、

「初
め
は
掛

け
声
を
か
け
て
歩
い
て
い

た
が
、
そ
の
年
の
秋
に
は

食
糧
不
足
で
声
も
間
こ
え

な
く
な
る
ほ
ど
や
せ
こ
け

て
い
た
」
な
ど
と
語

っ
た
。

暗
く
水
が
た
ま

っ
た
ト
ン

ネ
ル
内
で
ト
ロ
ツ
コ
で
石

を
運
び
出
す
仕
事
を
さ
せ

ら
れ
、
危
険
な
重
労
働
だ

っ
た
と
い
う
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

後
、
発
電
所
近
く
に
あ
る

碑
に
向
か

っ
て
被
書
者
を

追
悼
し
、
平
和
と
友
好
を

祈
念
す
る
恒
例
の
集
い
が

あ
り
、
元
労
働
者
の
家
族

も
参
列
し
た
。
義
父
（９‐
）

詢
累

て
い
る
が
、
今
年
は
特
に

若
い
人
が
多
く
、
歴
史
を

知

っ
て
く
れ
る
の
が
う
れ

し
か

っ
た
」
と
話
し
た
。

宿

下
理
子
】

中国人が強制連行された安野発電所 で歴史

を学んだフ ィール ドワー ク=安表太田町で


